
 

 

 

春から順延となっていた修学旅行を広島方面から津和野、益田、浜田方面に変更して実施しました。

心配していた新型コロナウイルス感染拡大は落ち着きを見せ始めた中でしたが、各見学、研修場所で感

染防止対策を取りながらの旅行となりました。 

旅行初日は、津和野では太鼓谷稲荷神社参拝。益田では「益田糸繰り人形」（島根県無形民俗文化財）

の見学・体験、13～18本の糸を操って動かされる人形の繊細な動きを楽しみました。さらに、宿泊先で

は石見神楽公演、演じられた「恵比寿」では、タイのエサ撒きに見立てた飴やお菓子をゲットしようとみ

んな大興奮。「大蛇」では、須佐之男命に襲いかかる大蛇との激闘に圧巻されました。二日目は、金城ウ

エスタンライディングパークでの乗馬、エサやり体験。しまね海洋館アクアスでは、シロイルカショーを

見た後にバックヤード見学、直接シロ

イルカのパフォーマンスを見ることが

でき、みんな大満足でした。 

これまでとは異なる形の修学旅行と

なりましたが、石見地方の歴史・伝

統・文化・自然など、また一つ違った

島根にみんなで触れることができまし

た。 

 今年度も新型コロナウイルス感染症対策のため、開催方法を児童向け、保護者向けの2日間に分けて実施

しました。各学年ともこれまで学習してきたことをもとに様々

な表現方法で工夫した発表ができました。また、今年度は、特

別支援学級の児童も新たに発表しました。出雲市の井上さより

先生の熱意ある指導を受けながら「西っ子きらきら太鼓」に挑

戦し、元気のいい掛け声を体育館に響かせました。 

今年は西小学校が開校して 40周年にあたります。新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、大きな記念行事はできませんが、これまで 10

周年ごとに撮られてきた人文字による記念写真を撮ることにしました。

ロードレース大会が終わったあと、校庭に校章を全校児童で形作りまし

た。校長室前の廊下にこれまでの写真を並べていますが、子どもたちは

通るたびに、開校時からの校舎の変化など興味をもって見入っています。 
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雲南市立西小学校 
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エサやり体験 アクアス玄関前で全員集合！ 

＜ホッとしたひととき＞ 

少し前の話ですが、玄関前道路の生け垣を剪定した翌日のこと。一人の子どもが廊下の向こうから私を

見つけると、スッと駆け寄って来て、「昨日はきれいにしてくださってありがとうございました。」と言う

と、また向こうへ去っていきました。それは、昨日の私の様子を見て伝えてくれた言葉 

でした。わざわざ遠くから私を見つけて伝えに来たその姿に、心に思ったことを伝える 

ことの大切さに改めて気づかされる時間となりました。 

「サラダでげんき～西小バージョン～」（１年生） 


